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学校紹介



報告の内容

①本校の課題と目標設定

②取組みについて

③授業づくりについて

④成果とこれから



①本校の課題と目標設定



〈昨年度までの研究テーマ〉

令和6年度 

はてなをもとめて、伝えあいのできる子どもの育成

～情報の整理・分析のしかけ～

令和7年度 

はてなをもとめて、自ら学びに向かう力の育成



〈昨年度の取組みからみる本校の課題〉

学びが「点」で終わっている

・単元計画をたて、見通しをもって学びに向かうことはできる。

・毎時、学びを積み重ねることへの意識が低い。

・学習している内容が、将来の役に立つという認識が低い。

・学びのつながりを意識することができる児童が少ない。

⇒「今の学び」と「次の学び」がつながっていない



　〈アンケート結果からみる児童の実態〉

学習の初めに、めあてやゴールを意識する習慣はついてきている。

学習の終わりにふりかえりをする習慣はついてきている。



　〈アンケート結果からみる児童の実態〉

学んだことを次につなげようという意識が低い。

何のためにふりかえりをしているか意識することが難しい児童がい

る。



　〈アンケート結果からみる児童の実態〉

「ふりかえる力に課題」

❓何を書けばよいかわからない

❓考えることが難しい

❓言葉にできない

❓詳しく書けない



　〈アンケート結果からみる教員の現状〉

単元や授業のゴールを見据えて、めあてに正対したふりかえりを行

うことができるよう意識して取り組んでいる。

できるだけ毎時間ふりかえりを行いたいという意識が高い。



　〈アンケート結果からみる教員の現状〉

ふりかえりを次につなげるための手立てに難しさを感じている。

児童がふりかえりをもとに学び方を調整する姿には課題を感じてい

る。



　〈アンケート結果からみる教員の現状〉

・ふりかえりの書き方指導に難しさを感じている

・ふりかえりの質を高める手立てが十分ではない

・ふりかえりの時間確保が難しい

次の学びにつながるふりかえりをどう指導するか

⇓



今年度の研究テーマ

はてなをもとめて、自ら学びに向かう力の育成

～ふりかえりを通してつながる学び～

<めざす児童の姿>

学びの積み重ねを意識する

自分の現在地を把握する

前後の学びをつなげて考える



研究仮説
課題

ふりかえりを次の学びにつなげることができていない

仮説

問いをもち、ふりかえりを通して次の学びにつなげる経験

を積み重ねることで、学びのつながりを実感し、自ら学び

に向かう力が育つだろう。



②取組みについて



〈研究推進の土台　目安表〉

・昨年度までの研究をつなぐ

・「自ら学びに向かう力」を

教員で共通理解する

・授業づくりの共通指標とす

る



〈研究推進の土台　目安表〉

・昨年度の担任から今年度の担任へ、児童の学び方を引き継ぐツールとしても使用



〈令和８年度　高美小学校の主な取組み〉

★ふりかえる★

ふりかえり活動の充実

研究の重点

はてな博物館

問いを生む

自主学図書館　自主学ビンゴ

実行する



〈問いを生む〉

はてな博物館

ねらい…自ら問いを見つける力を育てる

育てたい力

気づきや疑問をもつ力　課題を発見する力　学びの出発点を作る力



〈問いを生む　はてな博物館〉

①問いを書き出す

②一番気になるはてなを書く

③予想、理由を書く

④「はてな博物館」へ提出



〈実行する〉

自主学図書館・自主学ビンゴ

ねらい…自分で決めて学ぶ経験を通し

て、自ら学びに向かう力の育成につなげ

る。



問いをもとに、自ら課題を設定して学ぶ力を育てる
①「はてな博物館」で様々なはて

なに出会う

 ②自分が調べたいはてなを決める

 ③自主学習に取り組む

 ④ロイロノート「自主学図書館」

へ提出

〈実行する　自主学図書館〉

育てたい力

課題を設定する力　情報収集・整理する力　自分で学びを進める力



自分で学び方を選択し、継続して学ぶ力を育てる

①「自主学ビンゴ」のカードか

ら、学習したいことを選ぶ。

②カードのマスに色をぬる

③２週間取り組んでどうだった

か、ふりかえりを書く

〈実行する　自主学ビンゴ〉

育てたい力

自己決定する力　学習を継続する力　学習計画を立てる力



〈ふりかえる〉
自分の学びを見つめ直し、次の学びにつなげる力を育

てる。

めあてやゴールをもとに学習をふりかえる

自分の現在地を確認する

学びのつながりを見つける

次の学習でどうするかを考える

育てたい力

学びを整理する力　学びをつなげる力　学びを調整する力



〈ふりかえる　ふりかえり活動の充実〉

ふりかえりを次の学びにつなげることを意識した活動

・前時のふりかえりや、既習内容のふりか

えりからスタート

・前時にみつけた疑問から、本時の課題を

設定



〈ふりかえる　ふりかえり活動の充実〉
めあてを意識したふりかえりを行うための手立て

・めあてとふりかえりが一体となった学習シートを活用



〈ふりかえる　ふりかえり活動の充実〉
書くことが苦手な児童もできるふりかえり

・文章を書く以外の方法で学びのアウトプット



③授業づくりについて



ねらい

研究の視点を教職員で共有

児童の姿をもとに協議

授業改善につなげる

〈授業参観シートの活用〉



5年生　社会「さまざまな土地のくらし」

問いをもつ…事前のはてな博物館

　　　　　　から本時の問いへ

〈６月　授業研〉



〈６月　授業研〉

5年生　社会「さまざまな土地のくらし」

ふりかえる・・・R80



6年生　算数「分数÷分数」

めあて…めあてレベルの設定

〈６月　授業研〉



6年生　算数「分数÷分数」

実行する…目的を意識して

　　　交流する相手を選択

〈６月　授業研〉



6年生　算数「分数÷分数」

ふりかえる…三文構成の型を

　　　　　　提示

〈６月　授業研〉



〈７月　授業研〉
３年生　算数「時こくと時間」

問いを生む…身近な活動から

　　　　　　課題を設定



〈７月　授業研〉
３年生　算数「時こくと時間」

ふりかえる…接続語を使った型の提示



４年生　「アップとルーズで伝える」

見通す…学ぶ目的意識

　　　　社会科での新聞づくりを

　　　　ゴールに設定

〈７月　授業研〉



４年生　「アップとルーズで伝える」

ふりかえる…書く活動の前に

　　　　　　話す時間を設定

〈７月　授業研〉



４年生　「アップとルーズで伝える」

ふりかえり…書き方の型を提示

　　　　　R80　接続語でつなぐ

〈７月　授業研〉



〈日々の授業づくりへの広がり〉



④成果とこれから



〈児童の変容〉
3年生　「なぜなら」わかったことの理由を伝える



〈児童の変容〉
５年生　「なぜなら」自分の考えの理由を伝える



〈児童の変容〉
４年生　「なぜなら」単元のゴールを意識

今日分かったこと、

思ったことだけを記

述。

わかったこと、気づいた

ことを記述。「だから」

のあと、単元のゴールを

意識して記述。



〈児童の変容〉
６年生　「なぜなら」「次は」めあてを意識



〈児童アンケート結果からみる成果〉
四月に実施したアンケート項目の

すべてが上昇

・「めあて」「ゴール」を意識している→11％上昇

・ふりかえりをいかしている→11％上昇

・ふりかえりをもとに、「どうするか」考えている→10％上昇



・R7年度５年生、R8年度６年生（同一集団）比較

　すくすくウォッチ　わくわく問題の対府正答率上昇（伸び率114％）

・R7年度６年生、R8年度６年生（同一学年）比較

　全国学力学習状況調査　国語　記述式の対府正答率上昇（伸び率110％）

　

〈テスト・学力調査結果からみる成果〉

・八尾市小学生テスト

（対象：4～6年生　教科：国語、算数、理科）

　R7年度1学期、R8年度1学期記述式問題

　無答率　1.2％減少

　



〈教員アンケート結果からみる成果〉
・ふりかえりを次の学習につなげている→19％上昇

・ふりかえりをいかしている→変化なし

・ふりかえりの指導に難しさを感じている→13％減少

→ふりかえりを活用した授業づくりの型ができつつある。

　型をいかし、子どもたちの姿を丁寧に見取りながら、指導法について研究を続けていく。

　



まとめ

学びが点から線へ

問いをもつ姿が見られた

ふりかえりを次につなげる姿が見られた

学びを生かそうとする意識が高まった

→仮説は概ね支持された



研究のふりかえり
ふりかえりは、学びを終わらせるものではなく、次の学びにつなげるもので

ある。

「なぜなら」

児童のふりかえりやアンケートから、「なぜなら」「だから」「次は」を

用いて、学びを見つめ直し、次の学びにつなげようとする姿が見られるよう

になってきたからである。問いをもち、実行し、ふりかえるという学びのサイ

クルを繰り返すことで、児童の学びは、一時間ごとの「点」の学びから、次

の学びへとつながる「線」の学びへと少しずつ変化してきた。

「だから」

今回見られた変容を手がかりに、学びをつなげるふりかえりを、

今後も研究していきたい。



ご清聴ありがとうございました
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